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報道発表 

令和 5 年上半期の成田国際空港における金地金等密輸入事犯の摘発状況 

 

金地金等密輸 摘発件数 63 件、押収量約 35Kg 

～急増傾向にあり、隠匿手口の巧妙化も進む～ 

 

令和 5年（1-6 月）に摘発した金地金等は、合計で 63 件（前年同期比全増）/約 35Kg（前年同

期比全増）であった。 

 

◎金地金等密輸の特徴 

◆ 金地金等の密輸は、令和 5 年に入り摘発件数及び押収量が、共に急増している。 

◆ 航空旅客による密輸は、主に身辺隠匿であったが、スーツケースのキャスター内に隠匿、体

腔内隠匿、変圧器等の内部に隠匿、バッグ肩紐部分の偽装隠匿などの巧妙な手口によるものも

見受けられた。 

令和元年

（平成31年）
令和2年 令和3年 令和4年

令和5年
（1-6月）

押収量 49 56 0 4 35

摘発件数 28 15 0 1 63
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押収量：kg 成田国際空港内における金地金等摘発実績

※令和 5年の押収量は速報値 

件数 



巧妙化する金地金等密輸手口

スーツケースキャスター内に隠匿

身辺隠匿

体腔内隠匿

炊飯器内の配線に偽装隠匿

ショルダーバック肩紐部分に隠匿

ネックレス ブレスレット バングル


	金　最終
	金（隠匿事例）9.26

